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■アメリカにおける

ファンドの併合 

■議論の経緯 

■論点を明確化した議論 (信頼性向上 or ファンド輸出)  

■現状及び方向性を見据えた議論  

■制度活用可能性上の問題点、税制 

■オーストラリアにおける 

契約型と会社型の並存 

■オーストラリアの会社型の税の問題 

■有効活用上の課題、人材不足 

■契約型におけるガバナンス議論の論点  

■日本の契約型投信の問題  

■現状取組例開示の必要性  

■商品面効果  

■説明の容易性  

■現状例と現状体制下の可能性  

■ガバナンス議論の効果 

ガバナンス 

投資法人 

■海外の調査 

■オーストラリアの 

取組み 併合・償還 

■現状レベルでの解決方法の模索 

議論の進め方 
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